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「天声人語」の比較語彙研究（その１）
―１９４６年と２０００年との語彙比較を通して―

宋　正植

キーワード　語彙、意味分野別構造分析法、コード付け、カイ二乗検定、有
意差

１．はじめに

　本稿の目的は、第２次世界大戦直後（１９４６年）の日本語の語彙と２０００年のそ

れとを比較し、現代日本語における語彙の特徴を明らかにすることである。

　語の集合である語彙１には、基本的性格として数量性と意味性がある。語彙を

分析するには、この両方の性格を考慮しなければならない。語彙を、この両面

から扱うのが比較語彙研究でいう意味分野別構造分析法である。これは、語彙

を意味分野別に分けて、その構造を分析する方法である。具体的には、なんら

かの基準によって分割された意味分野２のコードを調査対象の語彙にも与え、

コードごとに、あるいはいくつかのコードにまとめて集計し、いかなる分野に

どれだけの語があるかを分析する方法、言い換えれば、意味分野別の語彙構造

を観察する分析法である。なお、本稿においては、コード付けの基準として国

立国語研究所編『分類語彙表』（１９６４）を用いる。

２．意味分野別構造分析のためのコード付け

　意味分野別構造分析を行うためには、語彙の構成要素である個々の語にコー

ドを付けなければならない。比較語彙研究で用いるコードには、単語コードと

語素コードとがある。単語コードとは、単純語・複合語を問わず１語として付

けるコードのことであり、語素コードとは、語の構成要素ごとにつけるコード

のことである。これら２種類のコードは基本的に『分類語彙表』に従う。ただ

し、『分類語彙表』に収録されていない複合語のコードや付属語のコードなどに

ついては、田島・広瀬（１９９７）を基にして新設された田島（２０００）に従うこと

にする。
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　『分類語彙表』と現段階までの比較語彙研究で提案されているコードは以下

の通りである。なお、『分類語彙表』にはコードの番号が４桁まであるが、ここ

では省略する。

●『分類語彙表』コード

●新設コード（田島　２０００）

３．資料の選定および語彙調査の単位

３．１　資料の選定
　語彙調査の対象は、『朝日新聞』の「天声人語」である。標本は、全数調査と

４．その他（接続詞や感動詞など）３．相の類２．用の類１．体の類

抽象的関係（人間や自然のあり方のわく組み）３．１２．１１．１

人間活動の主体――１．２

人間活動―精神および行為３．３２．３１．３

人間活動の生産物―結果および用具――１．４

自然―自然物および自然現象３．５２．５１．５

１２．語尾
１２.００１各語尾
１２.００２人称語尾
１２.００３性数語尾
１２.００４時制語尾
１２.００５先語末語尾
１２.００６終結語尾
１２.００７連結語尾
１２.００８転生語尾
１２.００９用言語尾
（１２.０１０　その他）

１３．前置詞・介詞
１４．意味不明
１５．固有名詞
１６．記号
１７．漢字語素
１８．外来語語素
１９．（予備）
２０．連語

８．助詞・助辞
８.００１格助詞
８.００２並列助詞
８.００３係助詞
８.００４接続助詞
８.００５終助詞・間投助詞
８.００６準体助詞
８.００７副助詞
（８.００８　その他）
９．助動詞
９.００１第四類
９.００２第三類
９.００３第二類
９.００４第一類
９.００５別類
（９.００６　その他）
１０．補助動詞・補助形容詞・形

式動詞・アスペクト動詞
１１．関係詞

５．接頭辞
５.００１名詞化接頭辞
５.００２動詞化接頭辞
５.００３形容詞化接頭辞
５.００４形容動詞化接頭辞
５.００５副詞化接頭辞
（５.００６　その他）
６．接中辞
６.００１名詞化接中辞
６.００２動詞化接中辞
６.００３形容詞化接中辞
６.００４形容動詞化接中辞
６.００５副詞化接中辞
（６.００６　その他）
７．接尾辞
７.００１名詞化接尾辞
７.００２動詞化接尾辞
７.００３形容詞化接尾辞
７.００４形容動詞化接尾辞
７.００５副詞化接尾辞
（７.００６　その他）
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抽出調査とがあるが、本稿では抽出調査の方式をとる。標本の抽出はランダム

抽出である。抽出された語彙の分析方法は、比較語彙研究で言う意味分野別構

造分析法である。

　語彙調査の標本になるのは、１９４６年の記事６６回分と２０００年の記事４０回分であ

る。記事数の違いは、両者の記事の長さ（２０００年の記事の方が平均２００字程度長

い）に差があることを勘案した結果である。

３．２　語彙調査の単位
　本稿では、文節を第一次の調査単位とし、そこから１つの自立語と、いくつ

かの付属語を析出する。田島（１９９７、１９９９）は、文節を第一次の調査単位とし

て採用することをすでに表明している。文節を採用する理由はいくつかあるが、

語彙調査に際して比較的容易に見出される単位であることが最も主要な理由で

ある。田島が言う文節とは、発話においてそれ以上短く切って発音すればその

意味が喚起できないか、あるいは無意味になってしまう限界の最初の単位であ

る。

　語彙調査の手順としては、天声人語の記事の文を一旦文節に分割した後、そ

の中から、１つの自立語を見出し、その語に残った部分があれば、付属語を析

出する。複合サ変動詞、アスペクトを示す動詞を伴った複合動詞、形容動詞、

いわゆる造語成分・接尾辞を伴った語などは、文法論的には様々な議論がある

が、それぞれが１語としてまとまりを持つので、これらには１つの単語コード

を与える。

　調査単位については、以下のような原則と細則に従って文を分割することに

する。

原則：記事を文節に分け、文節を自立語と付属語に分割する。

細則　

１）派生語と複合語は原則として１単位とする。

　例）見送る（２.３５１）、話しつづける（２.３１３）、走り回る（２.１５２３）

２）「～する」形のサ変動詞は原則として１単位とする。

　例）説明する（２.３１６３）←説明（１.３１６３）、出現する（２.１２１）←出現（１.１２１）

３）形容動詞は「形容動詞語幹（名詞）＋助動詞（だ）」を１単位とする。

　例）安心だ（安心だ：３.３０１２）静かだ（静かだ：３.５０３）

４）造語成分・接辞は分割せず１単位とする。

　例）授業中（授業中：１.３６４）学校中（学校中：１.２６３）

５）補助動詞・補助形容詞の場合は分割し、それぞれ１単位とする。
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　例「～てしまう」「～てよい」「～てほしい」

　（～て：８.００４）（しまう：１０.１５０２）（よい：３.１３３）（ほしい：３.３０１２）

６）いわゆる助動詞のうち、「（ら）れる」「（さ）せる」「たい」「らしい」につ

いては、それぞれ１単位とする。その他、「た」「だ」「です」「ます」「ず」

「ぬ」「べき」「まい」などについても１単位とし、一括して助動詞の新設コー

ド「９」を与える。

７）助数詞が付いているものは、「数字＋助数詞」を１単位とする。

　例「３人」「２ヶ月」「５メートル」（すべて１.１９６コードを与える）

８）固有名詞

　例）人名に関しては「姓＋名」を１単位とする。

　また、地名・国名・書名・建造物名なども１単位とする。

９）外国語は、日本語の調査単位に合わせてコード付けをする。

　例）アイ（一人称）→（私：１.２０）

１０）記号・区切り符号などは全て「１６」のコードを与える。

　分割された単語のコード付けは、『分類語彙表』を基準に、新設コードを併用

する。

４．「天声人語」の語彙調査

　「天声人語」の語彙調査の結果、１９４６年の６６回分では、延べ語数１９８１７個、異

なり語数４５７８個が得られ、２０００年の４０回分では、延べ語数２０３０４個、異なり語数

４１６２個が得られた。これらは、両年の記事に含まれている全ての単語及び記号

にコードを付けて得られた数値である。これらの数値を類別に分けてみると、

＜１.＞（体の類）～＜１６.＞（記号）の１６類として分類されるが、その中で、

＜５.＞（接頭辞）、＜７.＞（接尾辞）、＜１１.＞（関係詞）～＜１４.＞（意味不明）

の類は析出されていない。これら析出されていない６類以外の９類を全て考察

することもできるが、本稿では＜５.＞（接頭辞）～＜１６.＞（記号）までの付属

語については除外し、＜１.＞（体の類）～＜４.＞（その他）までを考察の対象と

する。

　ところで、語彙分析の結果は細かな数字の表になるので、表を見てもどの部

分に有意差があるかは容易には分からない。その有意差を分かりやすくするた

めには、客観的に指摘するため統計的手法に頼らなければならない。すなわち、

カイ二乗（χ２）検定３によって有意差のある部分を検出し、両語彙に関して、

有意差の生じた項目を指摘しなければならない。
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　申（２００１：４４～４６）は、『統計学入門』と『教育と心理のための推計学』を参

考にして、意味分野別構造分析のためにカイ二乗検定をどのように行ったのか

を詳しく述べている。本稿でのカイ二乗値は、それを参考としている。その分

布表を示すと以下の通りである。

●カイ二乗（χ２）値

　今回は、１０％以下の危険率までを有意の差と認めるが、これは、９０％以上の

確率で有意差があると認めることを意味する。言語研究では一般に危険率１０％

以下（９０％の確率）までも有意の差があると認められるが、心理学や医学など

の分野では、危険率５％以下（９５％の確率）までが有意の差として認められて

いる。今回の調査においては、危険率１０以下の有意差を対象とし、その対象の

項目については網掛けによって表示する。■は１９４６年が有意に大で、■は

２０００年が有意に大であることを表す。

　今回、「天声人語」の語彙を調査し、カイ二乗検定を行った結果、危険率１０％

以下で、異なり単位と延べ単位で出現に有意差が生じていると判断される項目

を網掛けによって示したのが巻末の【資料１】と【資料２】である。

５．意味分野別構造分析法

　意味分野別構造分析法は、先行研究によってコードの利用法が異なる。『分類

語彙表』にはコードの番号が４桁まであるので、どこまで細かな分析を行うか

によって小数点以下のコードの用い方が異なってくる。

　本稿では、単語コード小数点以下１桁と２桁までを用いて意味分野別構造分

析を行うことにする。小数点以下３桁と４桁までの分析はあまりにも分類が細

かいため、全体的傾向を見るには不適切であると考える。

　分析の手順は、まず、単語コードの異なり単位と延べ単位の小数点以下１桁

までを使った分析により、両年の語彙の全体的傾向を捉えることにする。次に、

単語コードの小数点以下２桁までの分析では、どの項目において出現に有意差

が生じているかを指摘し、有意差のある項目を取り上げ、分析を試みることに

する。

 

０.００１０.００５０.０１０.０２０.０２５０.０５０.１０.９０.９５０.９７５０.９９０.９９５V　P

１０.８７.９６.６３５５.４１２５.０２４３.８４１２.７０６０.０１６０.００４０.００１０.０００１０.００００１
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５．１　小数点以下１桁までの分析
　巻末の【資料１】からも分かるように、単語コードの小数点以下１桁までの

分析は、語彙を視覚的に捉えやすい。これは語彙の全体像を掴むのに適してい

る分析法である。

　小数点以下１桁までの分析の結果、カイ二乗検定により１０％以下の危険率で

出現に有意差が生じていると判断される項目を示すと表１の通りである。

表１

　小数点以下１桁までを使った分析で、異なり単位でも延べ単位でも共通して

差が見られるのは、１９４６年の＜１.４＞（物品）、＜１.５＞（刺激）、＜３.３＞（意識・

感覚）、＜３.５＞（光・音・色）の４項目である。ところが、２０００年の場合は、

異なり単位でも延べ単位でも、共通して差が見られる項目がなく、異なり単位

で＜１.１＞（こそあど）の１項目のみ有意に大である。

　１９４６年の場合は、表１からも分かるように、延べ単位だけで、＜１.２＞（わ

れ・なれ・かれ・だれ）、＜１.３＞（心）、＜２.１＞（関係）、＜２.３＞（感覚・疲

労・睡眠）、＜３.１＞（こそあど）、＜４.３＞（表現態度）などの６項目で有意に大

である。２０００年に比べて、１９４６年の方が有意に大の項目が異なり単位でも延べ

単位でも多いのは注目に値する。

　今回の語彙調査の結果は、【資料１】が示すように、延べ語では２０００年の方が

１１１７語多いが、異なり語では１９４６年の方が４１６語多い。これらの数字からも分

かるように、延べ語数というのは、必ずしも異なり語数に比例して多くはなら

ない。

　小数点以下１桁までを使った分析において差が生じている項目の全体的な傾

向を捉えてみると、１９４６年の場合は＜１．＞（体の類）から＜４．＞（その他）

までの全ての範囲にわたって有意に大の項目が現れているが、２０００年の場合は

＜１．＞（体の類）の中で異なり単位の＜１.１＞（こそあど）のみが有意に大で

あった。

　このように、１９４６年が有意に大の項目が多いのは、同じ意味分野を表す語が

異なり単位においても延べ単位においても、２０００年に比べ、１９４６年の方が語の

延べ単位異なり単位

２０００年が大１９４６年が大２０００年が大１９４６年が大

１.２、１.３、１.４、１.５、
２.１、２.３、３.１、３.３、
３.５、４.３　　　　　

１.１１.４、１.５、３.３、３.５
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使用頻度が高いということによる。

　小数点以下１桁までのコードを使った分析結果は【資料１】の通りである。

小数点以下１桁までのコードを使った分析は、意味分野を表す意味範疇が広く、

それによって集合されている語も多いので、全体的傾向を捉えることに過ぎな

い面がある。

５．２　小数点以下２桁までの分析
　小数点以下２桁までの分析の結果、カイ二乗検定により１０％以下の危険率で

出現に有意差が生じていると判断される項目を示すと表２の通りになる。

表２

　単語コードの小数点以下２桁までを使った分析で、異なり単位でも延べ単位

でも共通して差が見られるのは、１９４６年では＜１.２５＞（公社）、＜１.３０＞（心）、

＜１.３６＞（支配・政治・革命）、＜１.４３＞（食料）、＜１.５５＞（生物）、＜２.１２＞

（存在）、＜２.３３＞（文化・風俗）、＜３.１２＞（在不在）、＜３.１５＞（変化・動き）、

＜３.３０＞（意識・感覚）の１０項目である。　

　２０００年の場合は、＜１.１６＞（地位・位置・場合）、＜１.１７＞（空間・場所）、

＜１.１９＞（量）、＜１.２６＞（社会）、＜１.２８＞（同盟・団体）、＜１.３１＞（言動）の

６項目である。

　１９４６年の＜１.５１＞（自然・物体）と＜１.５７＞（体）の２項目は、異なり単位で

は有意差が生じているが、延べ単位では有意差が生じていない。ほとんどの場

合、異なり単位での有意差はそのまま延べ単位での有意差に繋がる場合が多い

が、そうならない場合もある。その原因が何にあるか注目する必要がある。

延べ単位異なり単位

２０００年が大１９４６年が大２０００年が大１９４６年が大

１.１６、１.１７、１.１９、
１.２２、１.２６、１.２８、
１.３１、３.１１

１.１０、１.１１、１.１８、
１.２３、１.２５、１.３０、
１.３３、１.３５、１.３６、
１.３７、１.３８、１.４０、
１.４２、１.４３、１.５０、
１.５５、２.１１、２.１２、
２.３３、２.３４、２.３６、
３.１２、３.１３、３.１５、
３.１６、３.１９、３.３０、
３.３３、３.３４、３.３５、
３.５０、４.３２　　　

１.１６、１.１７、１.１９、
１.２６、１.２８、１.３１

１.２５、１.３０、１.３６、
１.４３、１.５１、１.５５、
１.５７、２.１２、２.３３、
３.１２、３.１５、３.３０、
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　ところで、今回の分析は、１９４６年が異なり単位においても延べ単位において

も有意に大である１０項目のみを対象としている。２０００年が大である６項目と、

１９４６年の＜１.５１＞と＜１.５７＞の２項目については、稿を改めて論じることにす

る。

　以下、１９４６年が異なり単位においても延べ単位においても有意に大である１０

項目を取り上げ、有意差の指摘および語彙の比較を試みる。

1＜１.２５＞（公社）の項目の場合、【資料２】からも分かるように、異なり語で

は１９４６年１４９語、２０００年１０７語で、延べ語では１９４６年３７７語、２０００年２１８語となっ

ており、１９４６年が有意に大である。＜１.２５＞（公社）の項目に含まれている語

を挙げてみると表３の通りである。

表３

（　）の中の数字は該当する語の使用回数である。〔以下同様〕

　＜１.２５＞（公社）の項目のカイ二乗値を比較してみよう。

　異なり単位のカイ二乗値は３.５８３である。これは危険率１０％以下、つまり９０％

の確率で１９４６年が有意に大であることを表す。一方、延べ単位のカイ二乗値は

５２.７９６である。これは危険率０.１％以下、つまり、ほぼ９９.９％の確率で１９４６年が

有意に大であることを表している。

　カイ二乗値を比較した結果、１９４６年が有意に大であり、このことから、異な

り単位に比べ、延べ単位の方が大きいことが分かる。特に、延べ単位における

カイ二乗値が大きいのは、表３の＜１.２５＞（公社）の項目に含まれている語か

らも分かるように、個別語の使用回数が多いためである。要するに、「日本（９２）、

国（２１）、国家（１１）、連合国・アメリカ・米国（９）など」のように、個別語

２０００年１９４６年

日本（２２）、国（１９）、個人（８）、韓国・東京
（７）、平壌・米国・町（４）、フランス・米、
アメリカ・英国・欧米・地元・小千谷・新潟
県・京都（３）、故郷・北朝鮮・土建国家・三
重県・東京都・芦浜・有珠山・欧州・大原・
沖縄・関東地方・サラエボ・滋賀県・西欧・
ソウル・中国・朝鮮・ドイツ・東海村・西ア
フリカ・パリ・フィンランド・レニングラード・
ロシア・ロンドン（２）、アジア・アフリカ・
イギリス・エチオピア・愛知県・岩手など（１）、
以下省略

日本（９２）、国（２１）、国家（１１）、連合国・ア
メリカ・米国（９）、欧米・農村・日（７）、
ソ連（６）、中国・隣邦・内地・都市（５）、
国際・都会・東京・米（４）、ドイツ・英・英
国・京都・首都・満州・外国・支那（３）、世
界国家・戦勝国・本土・露、印度・都・信州・
青幇・長崎・奈良・松本・広島・東西（２）、
後進国・大帝国・帝国・敵国・列国・安慶・
伊那・長野など（１）、以下省略
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の使用頻度が非常に高いからである。

2＜１.３０＞（心）の項目の場合、異なり語では１９４６年３４０語、２０００年２５７語で、

延べ語では１９４６年６００語、２０００年５４３語となっており、１９４６年が有意に大である。

＜１.３０＞（心）の項目に含まれている語を挙げてみると表４の通りである。

表４

　２０００年の項目にある「そう（１５）」は、伝聞を表す語である。

　＜１.３０＞（心）の項目の場合、異なり単位のカイ二乗値は５.３６７で、延べ単位

のカイ二乗値は７.１９５である。異なり単位においても延べ単位においても、危険

率５％以下（９５％の確率）で１９４６年が有意に大である。カイ二乗値を比較して

みると、異なり単位に比べて延べ単位の方が少し大きいことが分かる。

　＜１.３０＞（心）の項目の場合、表４からも分かるように、１９４６年では「侵略

主義・建国精神・社会主義運動・愛国心・同胞愛」などの語が多く見られ、２０００

年では「民主主義・意見・入試・試験・自由・科学」などの語が多く見られる。

これらの単語から、時代の異なる両年の語彙は、それぞれ時代的背景を反映し

ている語で構成されていることが窺がえる。

3＜１.３６＞（支配・政治・革命）の項目の場合、異なり語では１９４６年８７語、２０００

年５７語で、延べ語では１９４６年１４５語、２０００年１０２語となっており、１９４６年が有意

に大である。この項目に含まれている語を挙げてみると表５の通りである。

 

２０００年１９４６年

問題（２３）、責任（２０）、そう（１５）、民主主義
（１３）、意 味（１１）、は ず（１０）、気・意 見
（９）、心・思い・調査・入試（８）、大和魂・
気持ち・例・計画（７）、感じ・声・義理・経
験・試験・結論（６）、予定（５）、好み・自
由・理解・選考・科学・法（４）、感情・気
分・敬意・信頼・期待など（３）、以下省略

大問題（１８）、意義（１２）、感動・お疲れ・注
意・原則（１１）、志望・侵略主義（９）、建国
精神（８）、心理・気分・想像（７）、実用新
案（６）、悪・善悪・一隻眼・社会主義運動・
初耳（５）、大和心・感激・愛国心・精義・疑
い・検閲・はず、筆法・方法・時風（４）、驚
嘆・ご不満・同胞愛・人間愛・敬意・期待な
ど（３）、以下省略
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表５

　＜１.３６＞（支配・政治・革命）の項目のカイ二乗値を比較してみよう。

　異なり単位のカイ二乗値は３.７８８である。これは危険率１０％以下（９０％の確率）

で１９４６年が有意に大であることを表す。一方、延べ単位のカイ二乗値は１０.１８７

である。これは危険率１％以下（９９％の確率）で１９４６年が有意に大であること

を表している。

　＜１.３６＞（支配・政治・革命）の項目の場合、１９４６年では「満州事変・北清

事変・支那事変・建国・食糧デモ・ファッショ政治・治安維持・節約令・追放

令・援助・救済・助け」などの語が多く見られ、２０００年では「育児・しつけ・

教育・子育て・授業・教育上・いじめ・称賛・激励・声援・救護・介護・看護・

アドバイザー・お手伝い」などの語が多く見られる。この項目の場合も、＜１.３０＞

（心）の項目と同様に、両年において時代的背景を反映している語が多く使わ

れていることが分かる。

4＜１.４３＞（食料）の項目の場合、異なり語では１９４６年３３語、２０００年１０語で、

延べ語では１９４６年７９語、２０００年１２語となっており、１９４６年が有意に大である。

＜１.４３＞（食料）の項目に含まれている語を挙げてみると表６の通りである。

表６

 

２０００年１９４６年

育児・陳謝（８）、投票（５）、政治・落選
（４）、判決・人事・選挙・しつけ・教育
（３）、管理・帝政・実刑・監禁・経営・総選
挙・子育て・申請・要請・規制・注文（２）、
いじめ・称賛・激励・声援・救護・介護・看
護・アドバイザー・お手伝い・指導・運営・
地方選挙・授業・教育上・戒めなど（１）、以
下省略

諸政（１０）、悪性（６）、救援・満州事変（５）、
北清事変・教育・募集（４）、管轄・新任・立
候補・一殺・遵守・指令・措置令・受賞（３）、
支那事変・政治・無血・弾劾・奨励・育児・
援護・順法う・奨学・命令・強制（２）、議会
政治・建国・食糧デモ・ファッショ政治・治
安維持・節約令・追放令・援助・救済・助け
など（１）、以下省略

２０００年１９４６年

チョコレート（５）、食物・キャンデー・クッ
キー・ワイン、特効薬・麻薬・ミルク（１）

食糧（２８）、米（１４）、主食（４）、パン・醤
油・味噌・お茶・豆腐（２）、豆腐・漬物・塩
舞・清香・粥・握り飯・肉・ハム・バタ・飼
料・穀物・出し・チューインガム・御馳走・
食べ物・配給米・新米・塩・煙草・DDT・応
急薬・ペニシリン・味噌汁（１）
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　＜１.４３＞（食料）の項目の場合、異なり単位のカイ二乗値は１０.２７５で、延べ単

位のカイ二乗値は５３.３５５である。異なり単位においても延べ単位においても、

危険率１％以下（９９％の確率）で１９４６年が有意に大である。１９４６年のカイ二乗

値を比較してみると、異なり単位に比べ、延べ単位の方が非常に大きいことが

分かる。これは、「食糧・米・主食・パン・醤油・味噌・お茶・豆腐」などの個

別語の使用頻度が高いためである。表６からも分かるように、１９４６年では「食

べ物」に関する語が非常に多い。これは、１９４６年が大戦直後の「食糧難」の只

中の年であったことを如実に反映している。

5＜１.５５＞（生物）の項目の場合、異なり語では１９４６年５３語、２０００年１９語で、

延べ語では１９４６年９７語、２０００年２８語となっており、１９４６年が有意に大である。

＜１.５５＞（生物）の項目に含まれている語を挙げてみると次の表７の通りであ

る。

表７

　＜１.５５＞（生物）の項目の場合、異なり単位のカイ二乗値は１３.１１２で、延べ単

位のカイ二乗値は４２.２５６である。異なり単位においても延べ単位においても、

危険率０.１％以下（９９.９％の確率）で１９４６年が有意に大である。カイ二乗値は異

なり単位に比べ、延べ単位の方が非常に大きいことが分かる。

　＜１.５５＞（生物）の項目において、特に延べ単位におけるカイ二乗値が大き

いのは、表７からも分かるように１９４６年のこの項目では「花・木・草など」の

個別語の使用頻度が高いためである。これらの単語が多く用いられているのは、

大戦直後の日本における食糧事情と関係がある。食べ物がなかったこの時代は、

花や草などが観賞用ではなく「食糧」だったのである。

6＜２.１２＞（存在）の項目の場合、異なり語では１９４６年６３語、２０００年４０語で、

延べ語では１９４６年３７３語、２０００年３４５語となっており、１９４６年が有意に大である。

＜２.１２＞（存在）の項目に含まれている語を挙げてみると表８の通りである。 

２０００年１９４６年

生物（４）、花（３）、男女・男性・お花・種
（２）、雌雄・植生・草・若草・栗・桜・ツ
タ・バラ・豆・桃・実・草花（１）

花（２０）、桜（６）、朝顔（５）、南瓜（４）、
梅（３）、茄子・麦・ツツジ・満州大豆・蘭・
新芽・種藷・根（２）、盆栽・胡瓜・木・木々・
キャベツ・夏草・栗・欅・サヤエンドウ・麦・
ジャガイモなど（１）、以下省略
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表８

　＜２.１２＞（存在）の項目の場合、異なり単位のカイ二乗値は３.２２２で、延べ単

位のカイ二乗値は３.３１３である。異なり単位においても延べ単位においても、危

険率１０％以下（９０％の確率）で１９４６年が有意に大である。

　この項目は、１９４６年と２０００年との間に語の数量的違いはあるものの、「存在・

出現・消滅」などほぼ同様の語で構成されており、時代を反映する特徴的な語

はそこに見られなかった。

7＜２.３３＞（文化・風俗）の項目の場合、異なり語では１９４６年５７語、２０００年３４

語で、延べ語では１９４６年７４語、２０００年５２語となっており、１９４６年が有意に大で

ある。この項目に含まれている語を挙げてみると表９の通りである。

表９

　＜２.３３＞（文化・風俗）の項目のカイ二乗値を比較してみると、異なり単位

のカイ二乗値は３.３８５である。異なり単位では危険率１０％以下、つまり９０％の確

２０００年１９４６年

成る（１１９）、有る（９７）、出来る（３７）、居る
（１７）、出る（１２）、起こる（１０）、残る（９）、
登場する・消える（３）、ござる・現れる・提
出する・起きる・残す・成立する・保つ（２）、
控える・出現する・表す・実現する・起こす・
生じる・出来上がる・廃止する・廃業する・
失う・失せる・消えかける・混在する・絶え
る・無くなる・滞在するなど（１）、以下省略

出来る（１２２）、有る（１０９）、生じる（１８）、呈
する（１５）、残す（９）、絶える・無くなる
（８）、在る（７）、依存する（６）、隠れる
（４）、暴く・無くする・投げ捨てる・排する
（３）、居る・体現する・登場する・起こす・
対立する・抹殺する・擲つ（２）、淘汰する・
駆除する・一掃する・要する・除く・取る・
捨てる・消滅する・遺失する・亡びる・亡び
尽くす・失う・尽す・消すなど（１）、以下省
略

２０００年１９４６年

働く（５）、住む（４）、祈る・歩く・摘む
（３）、引退する・応募する・暮らす・歩む・
拾う（２）、被爆する・就職する・退職する・
転職する・怠る・出張する・携わる・移り住
む・生活する・食べる・召す・棲息する・留
学する・合格する・祝う・遊ぶ・踊る・抱く・
担ぐ・しゃがむ・這う・繰る・握り合う・持
つなど（１）

食いつぶす（９）、執る・拾う（３）、はやり
だす・勤める・売り食いする・同居する・味
わう（２）、祟る・開ける・処する・禍する・
転職する・歴任する・怠る・在官する・従事
する・携わる・勤まる・働く・居着く・着る・
食う・食える・暮らす・食べる・着ける・脱
ぐ・安住する・亡命する・嫁する・蒙る・埋
蔵する・遊ぶ・欣喜雀躍する・つかむ・握る・
飲むなど（１）、以下省略
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率で１９４６年が有意に大である。一方、延べ単位のカイ二乗値は５.２０７である。こ

れは危険率５％以下（９５％の確率）で１９４６年が有意に大であることを表してい

る。

　＜２.３３＞（文化・風俗）の項目の場合、１９４６年では「食いつぶす・食う・食

べる・売り食いする・飲むなど」の語が多く、２０００では、「働く・住む・就職す

る・出張する・留学するなど」の語が多い。表９に挙げられている動詞の例か

ら、漠然とではあるが、両語彙間に時代的な違いは窺い知ることができる。

8＜３.１２＞（在不在）の項目の場合、異なり語では１９４６年３７語、２０００年２１語で、

延べ語では１９４６年９７語、２０００年６１語となっており、１９４６年が有意に大である。

この項目に含まれている語を挙げてみると表１０の通りである。

表１０

　＜３.１２＞（在不在）の項目のカイ二乗値を比較してみると、異なり単位のカ

イ二乗値は３.０４５である。異なり単位では危険率１０％以下、つまり、９０％の確率

で１９４６年が有意に大である。一方、延べ単位のカイ二乗値は１０.４１４である。こ

れは危険率１％以下、つまり、ほぼ９９％の確率で１９４６年が有意に大であること

を表している。

　この項目における有意差は、表１０からも分かるように、１９４６年では異なり語

が多く、その使用頻度も高い。特に「～難い」という語が多く用いられている。

　２０００年では「～難い」という語がなく「解決しにくい」という語だけがある。

このことから、「～し難い」という表現が「～しにくい」という表現に交替して

いるのではないかと考えられるけれども、今回の語彙調査では量的に語数が少

ないこともあって断定は出来ない。

 

２０００年１９４６年

無い（２３）、難しい（５）、決して（４）、がち
（曇り～）・珍しい・必ず・仮に（３）、どう
しても・必ずしも・絶対・（２）、空しい・空
（あき）、一向・緊急・不要だ・無理に・余儀
ない・解決しにくい・可能だ・至難・容易に（１）

とんと（３７）、空虚（６）、無い（５）、なかる
（４）、虚ろ（３）、ありそうだ・決して・断
じて・珍しい・必ずしも・絶対に・必然的・
無用に・捨て難い・脱げ難い・無理だ（２）、
一向・がち（曇り～）・ちっとも・無き・亡
き・稀に・必ず・仮に・緊急・偶然・特高・
必要だ・及び難い・期し難い・着き易い・易
しい・難しい・空しい・無理・やむをえない
など（１）
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9＜３.１５＞（変化・動き）の項目の場合、異なり語では１９４６年２２語、２０００年８

語で、延べ語では１９４６年２８語、２０００年１１語となっており、１９４６年が有意に大で

ある。この項目に含まれている語を挙げてみると表１１の通りである。

表１１

　＜３.１５＞（変化・動き）の項目の場合、異なり単位のカイ二乗値は５.２９１であ

る。異なり単位では危険率５％以下（９５％の確率）で１９４６年が有意に大である。

一方、延べ単位のカイ二乗値は８.４１６である。これは危険率１％以下（９９％の確

率）で１９４６年が有意に大であることを表している。

　表１１からも分かるように、１９４６年が有意に大であるのは、２０００年に比べ、１９４６

年の方が「変化・動き」を表す語が多く用いられているためである。

0＜３.３０＞（意識・感覚）の項目の場合、異なり語では、１９４６年１１０語、２０００年

７０語で、延べ語では、１９４６年１５６語、２０００年１３０語となっており、１９４６年が有意

に大である。この項目に含まれている語を挙げてみると表１２の通りである。

表１２

 

２０００年１９４６年

積極的（３）、ふらふら（２）、変幻自在だ・
放題・ぱっと、繰り返されそうだ・ばらばら・
圧倒的など（１）

おのずと・積極的だ・めっきり・ばっと・どっ
しり・圧倒的（２）、進歩的・活発に・盛ん
だ・自然に・積極的・滔々・不安だ・どっと・
どんどん・ひしひし・自発的・能動的だ・ス
クスク・ピッタリ・圧倒的だ・退廃的だなど

２０００年１９４６年

たい（２９）、明らかに・辛い・嬉しい・確か
（４）、怖い・残念・不思議・無残だ（３）、
明らかだ・痛い、ふと（意識）・ほっと・恐ろ
しい・重苦しい・寂しい・馬鹿だ・上手い・
無能・曖昧・行方不明・（２）、うっかり・かっ
と・しみじみ・痛烈・つくづく・印象深い・
味わい深い・面白い・楽しい・のんびり（楽
しく）・悠悠と・うんざり・おどろおどろし
い・悲しい・苦しい・悲劇的・悲痛・いらい
ら・残念だなど（１）、以下省略

無念だ（１５）、確かに（９）、学問的だ（７）、
たい（４）、優生学的（３）、しみじみ・嬉し
い・愉快・痛ましい・可憐だ・賢明だ・道徳
的・未経験だ・確か・不思議・合理的だ・真
に・非人道（２）、明らかに・精神的・痛切
だ・つくづく・敏感・不潔感・無我愛・無考
え・無関心・官能的・面白い・窮屈・気楽に・
快い・呑気だ・不快・喜ばしい・楽だ・がっ
かり・悲しい・寂しい・心痛・辛い・悲惨だ・
悲痛・惨めだ・遺憾だ・恥ずかしい用心深い・
意味深いなど（１）、以下省略



「天声人語」の比較語彙研究（その１）―１９４６年と２０００年との語彙比較を通して― 193

　＜３.３０＞（意識・感覚）の項目の場合、異なり単位のカイ二乗値は５.６１４で、

延べ単位のカイ二乗値は４.０９６である。異なり単位においても延べ単位において

も、危険率５％以下（９５％の確率）で１９４６年が有意に大である。

　この項目の場合、表１２からも分かるように、１９４６年では「～的だ」「～的」な

どの語が多いが、２０００では「悲劇的」の１語だけである。語の使い方は記事を

書く人のスタイルにも関係するであろう。しかし、「～的」表現が、１９４６年に比

べ、２０００年で特に少ないのは、個別語の移り変わりと関係しているのではない

だろうか。

６．おわりに

　以上、１９４６年と２０００年の「天声人語」を対象として、単語コード小数点以下

１桁と２桁までのコードを用い、両年の語彙を分析した。今回の分析では、危

険率１０％以下（９０％の確率）で有意差が生じた項目、その中でも特に、１９４６年

が有意に大である項目だけを取り上げて、その有意差の指摘と項目別語の比較

を試みた。その結果、２つの時期の「天声人語」の語彙に現れた大まかな傾向

として、１９４６年の方が延べ単位においても異なり単位においても、有意に大の

項目が多かった。

　１９４６年が有意に大であるということは、１９４６年の語彙が比較対象とする２０００

年の語彙に比べてより豊富であることを意味する。要するに、小数点以下２桁

までの分析の結果、有意に大であった１９４６年の＜１.２５＞（公社）～＜３.３０＞（意

識・感覚）の１０項目は、２０００年の同じ項目に比べ、用いられている語の数が多

いということである。

　しかし、今回の分析は、小数点以下１桁と２桁までを取り上げたので、語彙

の違いに関する細かな原因を究明するまでには至っていない。１９４６年が出現に

有意に大である意味分野を指摘し、その傾向を明らかにする程度にとどまって

いる。

　今後の分析では、２０００年が有意に大である６項目と、１９４６年の＜１.５１＞と

＜１.５７＞の２項目を取り上げなければならない。さらに、有意差が生じていな

い項目にも焦点を当て、有意差が生じない項目での語彙の違いも考察する必要

がある。

　語彙を調査し分析するには、『分類語彙表』が小数点以下４桁まであるので、４

桁までの分析が可能である。今回は、小数点以下２桁までの分析を行ったが、

今後、３桁と４桁までの分析法による考察も必要であろう。また、研究対象を「天
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声人語」だけではなく、他のジャンルにまで広げ、現代日本語の語彙を総合的

に考察する必要がある。

注

 １ ごい［語彙］：ある範囲（言語体系・分野・作者・作品など）で使われる単

語の全体。また、その一つ一つを集めたもの。ボキャブラリー。学習研究

社（１９８８）『学研国語大辞典（第二版）』

 ２ 辞書とは別に、語の検索に用いられる語彙表のようなものがある。「シソー

ラス」‘thesaurus’と呼ばれるのがその代表と言える。シソーラスには広狭

２義があるが、狭義には類語・関連語辞典を指す。英語について、PeterMark 

Rogetの　''Roget's Thesaurus''（Thesaurus of English Words and Phrases １８５２年

刊）が有名である。英語の単語を‘Abstract Relations’‘Space’‘Matter’

‘Intellect’‘Volition’‘Affections’の６つのカテゴリーに分類したもので

ある。各語は分類番号を付された類概念の下に分類されていて、同一範疇

の語、同一レベルの語は同一番号の下にグルーピングされている。

  日本語について、林大氏がまとめられた『分類語彙表』（国立国語研究所資

料集６　１９６４年刊）がある。この『分類語彙表』は、雑誌９０種に用いられ

た高使用率の約７,０００語を中心にし、他の語彙資料をも参照して得られた計

３２,６００語を、名詞類・動詞類・形容詞類・その他の４類に分かち、分類コー

ドを立てて分類したものである。国立国語研究所（１９８５）「日本語教育指導

参考書１３」『語彙の研究と教育（下）』（ｐ.１４３～１４５）　

 ３ カイ二乗検定は、規模の異なるＡ、Ｂ二つの標本において、特定性質をも

つものがＡ標本ではａ例、Ｂ標本ではｂ例あり、特定性質のないものがＡ

標本ではＣ例、Ｂ標本ではｄ例あったとした場合、それぞれの標本の規模

を考慮に入れても、ａとｂとで差が認められるかどうかは分からないので、

それを検定する統計技法である。
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【資料１】小数点以下１桁までの意味分野 

 延べ単位異なり単位
コード意味範疇

χ自乗値２０００年１９４６年χ自乗値２０００年１９４６年
１.８６６１９７３１７８７３４.１２６９０６７７１１.１こそあど
７.１５２１４６４１５２００.０２７７０１７６５１.２われ・なれ・かれ・だれ
５.６９０１４６２１５０３２.４０５７４８８８２１.３心
１５.３９６２３９３１５２.９２８１４６１９３１.４物品
７.９５７３２０３７４８.４７４１５５２２９１.５刺激
８.９３７１１６２１２３６１.６１２３４８４１８２.１関係
５.１００１０５２１０９３０.０４３４４３４８１２.３感覚・疲労・睡眠
１.８８２９２７００.３１５４６４５２.５光・音・色
２６.２９４９２１１０８８２.６９７３１９３９５３.１こそあど
１５.６７９２４０３１７５.０６２１５１２１０３.３意識・感覚
６.５８６３１５２２.９０２２２３８３.５光・音・色
０.６９３５８６５８１１.６２０３４２７４.１接続
７.２２３９７１３１０.０１８２９３３４.３表現態度
２.８３１３０１.０８１１０６接中辞

２１４.１８３５４０９６４０６０.３０６４４４３８助詞
５.４１０１３１８１１３７０.０１０１６１７９助動詞
６６.７０８４６４７０６０.６００２２１９１０補助動詞
１.４６１２５０.４８６２４１５固有名詞

１,５９５.４９２３４６９８６６１４.０８２２９８１６記号
２０３０４１９１８７４１６２４５７８合計
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【資料２】小数点以下２桁までの意味分野
延べ単位なり単位

コード意味範疇
χ自乗値２０００年１９４６年χ自乗値２０００年１９４６年
９.１１４２６６３２２０.０２７３５４０１.１０こそあど
４.８８７９２１１８０.５４６３８４９１.１１類・例
０.８２９４０４６０.７９６２２３１１.１２有無
０.６９８７５８１０.３４２５２５１１.１３様相
０.０２４３３３０２.８４５２０１２１.１４力
１.５０２１０８１２００.０２２８０８６１.１５作用
５.６２０４９２３９７８.１４０２０２１６６１.１６位置・地位・場合
６.１２４２２７１６７９.２３９１０８７６１.１７空間・場所
２.７９９３６４９１.６４３１８２９１.１８形・型・姿・構え
１３.２６６６０４４５７３０.６１６３３１２３１１.１９量
０.４１９２９５２６４０.２８２７１８５１.２０われ・なれ・かれ・だれ
０.０７５７１６４０.４０９３６３４１.２１家族
１６.３９６５１１６０.６８１１５１２１.２２相手・仲間
３２.９７７２６３３９０２.０６４１７６２２３１.２３人種・民族
２.１５５２１６１７６０.００５１１１１２１１.２４成員・職
５２.７９６２１８３７７３.５８３１０７１４９１.２５公私
１４.５２３１７８１０６１５.０１３１０１６０１.２６社会
０.５６９８０８５０.０８６４１４８１.２７機関
１５.１８４９２４３２.８５８４３３２１.２８同盟・団体
７.１９５５４３６００５.３６７２５７３４０１.３０心
３３.９９５３６５２１０９.１９９１５１１１５１.３１言動
０.４６８４８５２０.１５０２８３４１.３２創作・著述
４.０８１１１６１４１０.０００７２７９１.３３文化・歴史・風俗
０.２３７７８６８０.１３２４７４８１.３４義務
３.８６８７７９８０.７７１５１６６１.３５交わり
１０.１８７１０２１４５３.７８８５７８７１.３６支配・政治・革命
８.００７７５１０８１.２１２４８６５１.３７納得
５.２４０５８８１０.５７４３７４８１.３８仕事
６.５９３１０２４１.９５８６１３１.４０物品
０.５４０３１２４０.８３７２５２１１.４１資材
３.７６１１４２５１.６７９１２２１１.４２衣料・錦・皮・糸
５３.３５５１２７９１０.２７５１０３３１.４３食料
０.１０４４１３６１.１２０２６２１１.４４住居
０.６１６４７５２１.５２２２６３９１.４５道具
０.２６８５４４６０.３８９２８２６１.４６燈火
０.００８３０２９０.６２７１３１９１.４７地類（土地利用）
３.８６０２１３４０.８０２１１８１.５０刺激
０.２４７５６４８４.０９１２７４８１.５１自然・物体
０.２３７５３５５０.０８１２７３２１.５２宇宙・空
４２.２５６２８９７１３.１１２１９５３１.５５生物
２.５１１５６３８０.６９８１２１８１.５６動物
０.３４９７１７４３.３０４３３５４１.５７体
０.４３３３５２８２.３２９２６１８１.５８生命
２６.９４０２５７３６８０.６４０３０４０２.１１関係
３.３１３３４５３７３３.２２２４０６３２.１２存在
０.２５３１７１９１.５９２１０１８２.１３整備
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２.１１２０２０.８９２０１２.１４力
２.２７９４９３４２２０.０１０２４３２６５２.１５変化
０.３９０２２１７０.４５２１０８２.１６時間・時刻
０.７８７１０６１.１２７７４２.１７位置・方向
２.１１２０２１.８０１０２２.１８形
２.３４９１８２７２.４４７８１７２.１９過不足・優劣など
２.１９３３４７３６６０.０００１７３１９０２.３０感覚・疲労・睡眠
１.１２１２９３２５３２.６１２６９５７２.３１呼び・名
０.５３３８５０.６１１６４２.３２創作
５.２０７５２７４３.８７５３４５７２.３３文化・風俗
５.６０６８０１０７０.０１０１６１７２.３４行為
０.５８４６８５６０.７７１３９３５２.３５交わり
８.３６４５４８４１.２１６３９５４２.３６支配・統治
０.３６２８５８８１.２３６４０３４２.３７所有・収得
０.０１７６５６００.１６５２７３３２.３８農工業・設備・処理
０.０３７１７１５０.１５７１０１３２.５０光・音・色
１.４４２１７１００.７６２１２９２.５１煙・乾湿
０.９９１５８４５０.２２３２４２３２.５８生・生育
０.１５２２１４２１００.３７２３３４２３.１０こそあど
５.４９１９２５９１.０４０３２２７３.１１関係
１０.４１４６１９７３.０４５２１３７３.１２在不在
２.８９４１７１１９３０.４２１４９６１３.１３簡潔
０.４５６５７０.０２０５６３.１４力
８.４１６１１２８５.２９１８２２３.１５変化・動き
２７.０８３１５３２４５０.３６０６５７９３.１６時
１.４６１２５０.４８６２４３.１７位置・場所
０.６１９３５０.３２５３５３.１８形
４.１１４２０９２３９０.００４１０１１１２３.１９程度
４.０９６１３０１５６５.６１４７０１１０３.３０意識・感覚
２.２１７４９０.９７８４８３.３１ことば
２.７３２１４２３０.１９１１４１８３.３３風俗
７.３６６４１６６０.９８０３１４３３.３４身上
５.８５０１８２.２９５１５３.３５交渉・交際
０.００５２７２５０.９８４１７１３３.３６公式・公平
１.０７５２３２９０.４０３１４１２３.３７経済
５.４７２２４４１１.０５０１８２７３.５０光・音・色
３.１７１０３２.７１１０３３.５１火・水・気象
１.０５４０１０.８９２０１３.５７体
０.０１１７７０.５５５４７３.５８生育
０.６９３５８６５８１１.６２０３４２７４.１１接続
１.５５３５１６１０.１４５２２２７４.３１表現態度
７.１５８４３６８０.０１７４４４.３２呼びかけ応答
０.１４７３２０.３０３３２４.３３あいさつ
２.８３１３０１.０８１１０６.００接中詞

２１４.１８３５４０９６４０６０.３０６４４４３８.００助詞
５.４１０１３１８１１３７０.０１０１６１７９.００助動詞
６６.７０８４６４７０６０.６０７２２１９１０.００補助動詞
１.４６１２５０.４８６２４１５.００名詞―固有名詞

１,５９５.４９２３４６９８６６１４.０８２２９８１６.００記号
２０３０４１９１８７４１６２４５７８合計


